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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月26日(2020.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電磁放射線の存在下、塩素、クロロホルム、および四塩化炭素を含む反応混合物中で塩
素をクロロホルムと反応させる工程を含み、クロロホルムの濃度は前記反応混合物の重量
に対して５０００重量ｐｐｍ未満であり、前記反応混合物はクロロホルムに対して少なく
とも化学量論的濃度の塩素を含み、前記電磁放射線は塩化物ラジカルを生成し、前記反応
混合物はよく混合されている、四塩化炭素を製造する方法。
【請求項２】
　前記クロロホルムの濃度は前記反応混合物の重量に対して４０００重量ｐｐｍ未満であ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記反応混合物中の塩素の濃度は、前記反応混合物の総重量に対して０．１ｗｔ％より
高い、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記電磁放射線は約２００～約５００ｎｍの波長を持つ、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記反応工程中に前記反応混合物を撹拌して、４０００より大きいレイノルズ数の定量
値を持つ乱流を得る、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記反応工程は、温度を約１０～約７０℃、圧力を約０．８～約１５気圧に維持した反
応器内で行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記反応工程は、１０００ｐｐｍ未満のヘキサクロロエタンを含む粗生成物流を生成す
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記反応工程は、前記クロロホルムの９９．００％超を消費する、請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
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　（ｉ）四塩化炭素、塩素、およびクロロホルムを含む反応混合物を反応器内に準備する
工程、
　（ｉｉ）前記反応混合物を電磁エネルギーに曝して、これにより前記クロロホルムの少
なくとも一部を四塩化炭素に転化する工程、
　（ｉｉｉ）四塩化炭素を含む生成物流を前記反応器から取り出す工程、および
　（ｉｖ）生成物流を取り出す前記工程の後で前記生成物流の一部のみを前記反応器に戻
し、これにより前記反応器に戻されなかった前記生成物流の残余部分を提供する工程であ
り、前記生成物流の残余部分が、後続の化学合成において、前記生成物流の残余部分から
有機種を取り除く必要なく使用されるのに適している工程、を含む、四塩化炭素を製造す
る方法。
【請求項１０】
　前記反応混合物を準備する工程は、前記反応器内の四塩化炭素１０００ポンドにつき１
時間あたり８００ポンド未満の速度でクロロホルムを前記反応器に導入することを含む、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記反応混合物を準備する工程は、クロロホルムに対して１．０２：１．００より大き
いモル比で塩素を前記反応器に導入することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　理想的な連続撹拌槽反応器に近いよく混合された反応器を形成して、当該反応器内で前
記反応混合物を撹拌する工程をさらに含む、請求項９に記載の方法。
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